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議案第２６号

令 和 ２ 年 度 笠 間 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算

令和２年度笠間市の国民健康保険特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ７，７００，０００千円と定める。

２ 事業勘定の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，

３００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合

は，次のとおりと定める。

保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

各項に計上した給料，職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの

経費の各項の間の流用。

令和２年２月２７日提出

笠間市長 山口 伸樹
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　歳　入 (単位：千円）

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

使 用 料 及 び 手 数 料

手 数 料

国 庫 支 出 金

国 庫 補 助 金

県 支 出 金

県 負 担 金 ・ 補 助 金

財 産 収 入

財 産 運 用 収 入

繰 入 金

他 会 計 繰 入 金

基 金 繰 入 金

繰 越 金

繰 越 金

諸 収 入

延 滞 金 ， 加 算 金 及 び 過 料

預 金 利 子

　　金　　　　　額　　

第 １ 表　　　　　　　　　　　　　　　　　　  歳  入  歳  出  予  算

款 項
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雑 入

 歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 
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　歳　出 （単位：千円）

総 務 費

総 務 管 理 費

徴 税 費

運 営 協 議 会 費

趣 旨 普 及 費

保 険 給 付 費

療 養 諸 費

高 額 療 養 諸 費

移 送 費

出 産 育 児 諸 費

葬 祭 諸 費

国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金

医 療 費 給 付 費 分

後 期 高 齢 者 支 援 金 等 分

介 護 納 付 金 分

共 同 事 業 拠 出 金

共 同 事 業 拠 出 金

保 健 事 業 費

金　　　　　額款 項
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特 定 健 康 診 査 等 事 業 費

保 健 事 業 費

基 金 積 立 金

基 金 積 立 金

諸 支 出 金

償 還 金 及 び 還 付 加 算 金

公 営 企 業 費

繰 出 金

予 備 費

予 備 費

 歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 
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令和２年度笠間市国民健康保険特別会計予算に関する説明書
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（歳　入） （単位：千円）

国 民 健 康 保 険 税 △116,812

使 用 料 及 び 手 数 料 △100

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金 △46,663

繰 越 金

諸 収 入

　　 歳　　　　入　　　　合　　　　計  

款 本 年 度 前 年 度 比　　較

歳 入 歳 出 予 算 事 項 別 明 細 書

１.　総　　括
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（歳　出） （単位：千円）

総 務 費 △ 3,857

保 険 給 付 費

国民健康保険事業費納付金 △ 322,601

共 同 事 業 拠 出 金 △ 4

保 健 事 業 費

基 金 積 立 金

諸 支 出 金

予 備 費 △ 12,598

国県支出金 地方債 その他

歳　　出　　合　　計

本　年　度 前　年　度

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

款 比　　　　較 特　　定　　財　　源
一般財源
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2.  歳　入

(款)  1.国民健康保険税 (項)  1.国民健康保険税 （単位：千円）

一般被保険者国民 △111,374 医療給付費分現 現年課税分

健康保険税 年課税分

後期高齢者支援 現年課税分

金分現年課税分

介護納付金分現 現年課税分

年課税分

医療給付費分滞 滞納繰越分

納繰越分

後期高齢者支援 滞納繰越分

金分滞納繰越分

介護納付金分滞 滞納繰越分

納繰越分

退職被保険者等国 △5,438 医療給付費分現 現年課税分

民健康保険税 年課税分

後期高齢者支援 現年課税分

金分現年課税分

介護納付金分現 現年課税分

年課税分

医療給付費分滞 滞納繰越分

納繰越分

 1.国民健康保険税 国民健康保険特別会計

説　　                  明前　年　度 比　較
節

金　　額区　　分
目 本　年　度
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（単位：千円）

後期高齢者支援 滞納繰越分

金分滞納繰越分

介護納付金分滞 滞納繰越分

納繰越分

△116,812

(款)  2.使用料及び手数料 (項)  1.手数料

督促手数料 △100 督促手数料 国民健康保険税督促手数料

△100

(款)  3.国庫支出金 (項)  1.国庫補助金

国民健康保険災害 保険税医療費給 保険税医療費給付費分

臨時特例補助金 付費分

保険税介護納付 保険税介護納付金分

金分

療養給付費（一 療養給付費（一般分）

般分）

(款)  4.県支出金 (項)  1.県負担金・補助金

保険給付費等交付 保険給付費等交 普通交付金

金 付金

説　　                  明前　年　度 比　較
節

金　　額区　　分
目 本　年　度

計

計

計
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保険給付費等交 保険者努力支援分

付金（特別交付 特別調整交付金

金） 都道府県繰入金

特定健診等負担金

(款)  5.財産収入 (項)  1.財産運用収入

利子及び配当金 利子及び配当金 国民健康保険財政調整基金利子

(款)  6.繰入金 (項)  1.他会計繰入金

一般会計繰入金 △46,663 一般会計繰入金 事務費繰入金

保険基盤安定繰入金

出産育児一時金繰入金

国保財政安定化支援事業繰入金

その他繰入金

△46,663

(款)  6.繰入金 (項)  2.基金繰入金

財政調整基金繰入 財政調整基金繰 国民健康保険財政調整基金繰入金

金 入金

 6.繰入金 国民健康保険特別会計

計

計

計

計
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(款)  7.繰越金 (項)  1.繰越金 （単位：千円）

繰越金 繰越金 繰越金

(款)  8.諸収入 (項)  1.延滞金，加算金及び過料

一般被保険者延滞 一般被保険者延 一般被保険者延滞金

金 滞金

退職被保険者等延 退職被保険者等 退職被保険者延滞金

滞金 延滞金

一般被保険者加算 一般被保険者加 一般被保険者加算金

金 算金

退職被保険者等加 退職被保険者等 退職被保険者等加算金

算金 加算金

過料 過料 過料

(款)  8.諸収入 (項)  2.預金利子

預金利子 預金利子 預金利子

(款)  8.諸収入 (項)  3.雑入

一般被保険者第三 一般被保険者第 現物分

者納付金 三者納付金 現金分

説　　                  明前　年　度 比　較
節

金　　額区　　分
目 本　年　度

計

計

計
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退職被保険者等第 退職被保険者等 現物分

三者納付金 第三者納付金 現金分

一般被保険者返納 一般被保険者返 現物分

金 納金 現金分

過年度現物分

過年度現金分

退職被保険者返納 退職被保険者返 現物分

金 納金 現金分

過年度現物分

過年度現金分

雑入 納付金 特定健康診査納付金

雑入 指定公費負担医療（前期高齢者分）

栄養教室参加者負担金

 8.諸収入 国民健康保険特別会計

計
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3.  歳　出

(款)　 1.総務費 (項)　 1.総務管理費 （単位：千円）

一般管理費 △3,275 給料 一般職給料

職員手当等 時間外勤務手当

一般職扶養手当

一般職期末手当

勤勉手当

一般職通勤手当

住居手当

児童手当

一般職退職手当負担金

地域手当

共済費 一般職共済組合負担金

公務災害補償基金負担金

旅費 普通旅費

需用費 消耗品費

役務費 通信運搬費

第三者行為求償事務手数料

レセプト管理システム手数

料

レセプト二次点検手数料

委託料 電算業務委託料

区　　分
説　　   明前 年 度 比較

本 年 度 の 財 源 内 訳    

特　定　財　源
一般財源

目 本 年 度

節

金   額
国県支出金 地方債 その他
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使用料及び 基幹系システム使用料

賃借料

負担金補助 第三者行為求償事務共同処

及び交付金 理事務負担金

オンライン資格確認システ

ム運用負担金

連合会負担 △86 負担金補助 茨城県国保連合会負担金

金 及び交付金

△3,361

(款)　 1.総務費 (項)　 2.徴税費

賦課徴収費 △495 報酬 パート報酬

職員手当等 パート期末手当

旅費 パート通勤費用弁償

需用費 消耗品費

役務費 通信運搬費

口座振替手数料

収納取扱手数料

委託料 電算業務委託料

△495

(款)　 1.総務費 (項)　 3.運営協議会費

運営協議会 △1 報酬 運営協議会委員報酬

費 旅費 費用弁償

普通旅費

 1.総務費 国民健康保険特別会計

計

計
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（単位：千円）

需用費 食糧費

負担金補助 茨城県国保運営協議会長会

及び交付金 負担金

△1

(款)　 1.総務費 (項)　 4.趣旨普及費

趣旨普及費 需用費 印刷製本費

(款)　 2.保険給付費 (項)　 1.療養諸費

一般被保険 負担金補助 一般被保険者療養給付費

者療養給付 及び交付金

費

退職被保険 △8,428 負担金補助 退職被保険者療養給付費

者等療養給 及び交付金

付費

一般被保険 △4,600 負担金補助 一般被保険者療養費

者療養費 及び交付金

退職被保険 △70 負担金補助 退職被保険者療養費

者等療養費 及び交付金

審査支払手 役務費 審査支払手数料

数料

比較目
金   額

本 年 度 の 財 源 内 訳    

一般財源
特　定　財　源

地方債 その他

本 年 度 前 年 度 説　　   明

節

区　　分
国県支出金

計

計
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(款)　 2.保険給付費 (項)　 2.高額療養諸費

一般被保険 負担金補助 一般被保険者高額療養費

者高額療養 及び交付金

費

退職被保険 △6,950 負担金補助 退職被保険者高額療養費

者等高額療 及び交付金

養費

一般被保険 負担金補助 一般被保険者高額介護合算

者高額介護 及び交付金 療養費

合算療養費

退職被保険 負担金補助 退職被保険者高額介護合算

者等高額介 及び交付金 療養費

護合算療養

費

(款)　 2.保険給付費 (項)　 3.移送費

一般被保険 負担金補助 一般被保険者移送費

者移送費 及び交付金

退職被保険 負担金補助 退職被保険者移送費

者等移送費 及び交付金

 2.保険給付費 国民健康保険特別会計

計

計

計

− 221 −



(款)　 2.保険給付費 (項)　 4.出産育児諸費 （単位：千円）

出産育児一 △4,202 役務費 出産育児一時金支払手数料

時金 負担金補助 出産育児一時金

及び交付金

△4,202

(款)　 2.保険給付費 (項)　 5.葬祭諸費

葬祭費 負担金補助 葬祭費

及び交付金

(款)　 3.国民健康保険事業費納付金 (項)　 1.医療費給付費分

一般被保険 △321,750 負担金補助 一般被保険者医療給付費分

者医療給付 及び交付金

費分

× 退職被保険 △3,284 廃除科目

者等医療給

付費分

△325,034

目
金   額

本 年 度 の 財 源 内 訳    

一般財源
特　定　財　源 説　　   明

節

区　　分
国県支出金 地方債 その他

本 年 度 前 年 度 比較

計

計

計
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(款)　 3.国民健康保険事業費納付金 (項)　 2.後期高齢者支援金等分

一般被保険 負担金補助 一般被保険者後期高齢者支

者後期高齢 及び交付金 援金等分

者支援金等

分

× 退職被保険 △1,298 廃除科目

者等後期高

齢者支援金

等分

(款)　 3.国民健康保険事業費納付金 (項)　 3.介護納付金分

介護納付金 負担金補助 介護納付金分

分 及び交付金

(款)　 4.共同事業拠出金 (項)　 1.共同事業拠出金

その他共同 △4 負担金補助 退職者医療共同事業事務費

事業拠出金 及び交付金 拠出金

△4

(款)　 5.保健事業費 (項)　 1.特定健康診査等事業費

特定健康診 報酬 パート報酬

査等事業費 旅費 パート通勤費用弁償

需用費 消耗品費

印刷製本費

 5.保健事業費 国民健康保険特別会計

計

計

計
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（単位：千円）

役務費 通信運搬費

特定健康診査等データ管理

システム手数料

委託料 特定健康診査委託料

特定保健指導委託料

封入作業委託料

特定健康診査受診勧奨委託

料

負担金補助 特定健康診査等データ管理

及び交付金 システム負担金

(款)　 5.保健事業費 (項)　 2.保健事業費

保健衛生普 職員手当等 時間外勤務手当

及費 需用費 印刷製本費

役務費 通信運搬費

負担金補助 国民健康保険生活習慣病予

及び交付金 防検診費補助金

生活習慣病 △786 報酬 パート報酬

予防対策事 報償費 講師謝礼

業 旅費 パート通勤費用弁償

需用費 消耗品費

地方債 その他

本 年 度 前 年 度 比較目
金   額

本 年 度 の 財 源 内 訳    

一般財源
説　　   明

節

区　　分
国県支出金

特　定　財　源

計
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医薬材料費

委託料 健康づくり事業委託料

糖尿病性腎症重症化予防事

業委託料

かかりつけ医情報提供委託

料

(款)　 6.基金積立金 (項)　 1.基金積立金

準備金積立 積立金 国民健康保険財政調整基金

金 積立金

(款)　 7.諸支出金 (項)　 1.償還金及び還付加算金

一般被保険 償還金、利 一般被保険者保険税還付金

者保険税還 子及び割引

付金 料

退職被保険 償還金、利 退職被保険者保険税還付金

者等保険税 子及び割引

還付金 料

償還金 償還金、利 国庫金返納金

子及び割引

料

 7.諸支出金 国民健康保険特別会計

計

計
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（単位：千円）

一般被保険 償還金、利 一般被保険者保険料還付加

者保険税還 子及び割引 算金

付加算金 料

退職被保険 償還金、利 退職被保険者保険料還付加

者保険税還 子及び割引 算金

付加算金 料

(款)　 7.諸支出金 (項)　 2.公営企業費

直営診療施 △325 負担金補助 特別調整交付金直営診療施

設勘定補助 及び交付金 設整備補助金

金

△325

(款)　 7.諸支出金 (項)　 3.繰出金

一般会計繰 繰出金 一般会計繰出金

出金

(款)　 8.予備費 (項)　 1.予備費

予備費 △12,598 予備費

△12,598

目
金   額

本 年 度 の 財 源 内 訳    

一般財源
地方債 その他

本 年 度 前 年 度

計

計

計

計

特　定　財　源 説　　   明

節

区　　分
国県支出金

比較
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職　員　数

(人)

報　　酬 給　　料
期末手当

年間支給率
（　月分）

地域手当 寒冷地手当 その他の手当 計

議　員

その他の特別職

計

議　員

その他の特別職

計

議　員

その他の特別職

計

給 与 費 明 細 書

１．特　別　職
(単位：千円)

区 分

給 与 費

共　済　費 合　　計 備　　考

本 年 度

長　等

前 年 度

長　等

比 較

長　等
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（１）　総　　括

(単位：千円)

職　員　数

(人)
報 酬 給 料 職 員 手 当 計

本 年 度
　(7)

前 年 度

比 較

(単位：千円)

区 分 期 末 手 当 勤 勉 手 当 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時間外勤務手当

本 年 度

前 年 度

比 較 △ 423 △ 160 △ 23 

区 分 管 理 職 手 当
管 理 職 員 特
別 勤 務 手 当

退 職 手 当
組 合 負 担 金

休 日 勤 務 手 当 宿 日 直 手 当 夜 間 勤 務 手 当 単 身 赴 任 手 当
退 職 手 当
特別負担金

本 年 度

前 年 度

比 較

備考　職員数の（　）内は，短時間職員数であり，外数である。

職 員 手 当

の 内 訳

備 考

２．一　般　職

区 分

給 与 費

共 済 費 合 計
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　ア　会計年度任用職員以外の職員

(単位：千円)

職　員　数

(人)
報 酬 給 料 職 員 手 当 計

本 年 度

前 年 度

比 較

(単位：千円)

区 分 期 末 手 当 勤 勉 手 当 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時間外勤務手当

本 年 度

前 年 度

比 較 △ 423 △ 160 △ 23 

区 分 管 理 職 手 当
管 理 職 員 特
別 勤 務 手 当

退 職 手 当
組合 負担 金

休 日 勤 務 手 当 宿 日 直 手 当 夜 間 勤 務 手 当 単 身 赴 任 手 当
退 職 手 当
特別負担金

本 年 度

前 年 度

比 較

備考　　この表は,給料をもつて支弁される会計年度任用職員以外の一般職の職員（事業費支弁に係る職員を含む。）で予算の積算の基礎となつたものについて記載している。

職 員 手 当

の 内 訳

区 分

給 与 費

共 済 費 合 計 備 考
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　イ　会計年度任用職員

(単位：千円)

職　員　数

(人)
報 酬 給 料 職 員 手 当 計

本 年 度

前 年 度

比 較

(単位：千円)

区 分 期 末 手 当

本 年 度

前 年 度

比 較

　　   　について外書きしている。

区 分

給 与 費

共 済 費 合 計 備 考

職 員 手 当

の 内 訳

備考　１ この表は，報酬又は給料をもつて支弁される会計年度任用職員（事業費支弁に係る職員を含む。）で予算の積算の基礎となったものについて記載している。

 　　 ２（  ）内は，会計年度任用の職を占める職員であつて，その一週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する職を占める一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員
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　（２）　給料及び職員手当の増減額の明細

増 減 額

(千円) (千円)

報 酬 制 度 改 正 に 伴 う 増 減 分 制度新設に伴うもの

本年度 人

前年度 人

増　減 人

給 料 給 与 改 定 に 伴 う 増 減 分 人事院勧告によるもの

昇 給 に 伴 う 増 加 分 普通昇給によるもの

そ の 他 の 増 減 分 △ 377 人事異動等によるもの

本年度 人

前年度 人

　 増　減 人

職 員 手 当 制 度 改 正 に 伴 う 増 減 分 人事院勧告によるもの

制度新設に伴うもの

そ の 他 の 増 減 分 人事異動等によるもの

備考　職員数の（　）内は，短時間職員数であり，外数である。

平均昇給率

職員数異動状況（現に在職する職員数）

区 分
増 減 事 由 別 内 訳

説 明 備 考

職員数異動状況（現に在職する職員数）
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　（３）　給料及び職員手当の状況

　　　ア　職員１人当り給与

(単位：円)

行 政 職 一 行 政 職 二

(歳)

(歳)

　　　イ　初任給

(単位：円)

行 政 職 （ 一 ） 行 政 職 （ 二 ）

高 校 卒

大 学 卒

国 の 制 度

区 分

令 和 年 月 日 現 在

平 均 給 料 月 額

平 均 給 与 月 額

平 均 年 齢

平 成 年 月 日 現 在

平 均 給 料 月 額

平 均 給 与 月 額

平 均 年 齢

区 分 行 政 職 （ 一 ） 行 政 職 （ 二 ）
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　　　ウ　級別職員数

級 職員数 (人) 構成比 (％) 級 職員数 (人) 構成比 (％)

計 計

計 計

区分 7級 6級 5級 4級 3級 1級

行政職 部長・参事 課長・副参事 課長補佐・所長 主査 係長・主幹
定型的な業務を
行う職務

（級別の基準となる職務）

2級

高度の知識又は経験を必要とする業
務を行う職務

区 分
行 政 職 （ 一 ） 行 政 職 （ 二 ）

令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 現 在

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在
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（単位：人）

行政職（一） 行政職（二）

職 員 数 (Ａ)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (Ｂ)

１号給

２号給

３号給

４号給

５号給

６号給

７号給

比 率 (％)

職 員 数 (Ａ)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (Ｂ)

１号給

２号給

３号給

４号給

５号給

６号給

７号給

比 率 (％)

前

年

度

号 給 数 別 内 訳

　　　エ　昇給

区 分 合 計
代表的な職種

本

年

度

号 給 数 別 内 訳
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　　オ　期末手当・勤勉手当

支 給 率 計

６月　（月分） 12月　（月分） (月分)

本 年 度

前 年 度

国 の 制 度

　　カ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

年 勤 続 の 者 年 勤 続 の 者 年 勤 続 の 者 最 高 限 度 そ の 他 の

（月分） （月分） （月分） （月分） 加 算 措 置 等

支 給 率 等 有

国 の 制 度
支 給 率 等

同上 同上 同上 同上 有

有

有

区 分 備 考

区 分
支 給 期 別 支 給 率

職制上の段階，職務の級等による加算措置 備 考

有
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　　　キ　地域手当

笠 間 市

支 給 率 (％)

支 給 対 象 職 員 数 (人)

国の指定基準に基づく
支 給 率

(％)

　　　ク　その他の手当

国 の 制 度 と の 異 同

同

同

同

住 居 手 当

通 勤 手 当

支 給 対 象 地 域

区 分 差 異 の 内 容

扶 養 手 当
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事　　項 限度額

期　間 金　額 期　間 金　額 国県支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

特 定 健 康 診 査 業 務 委 託

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額
又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前年度末までの支出見込額 当該年度以降の支出予定額
左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源
一般財源

令和２年度
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